








【要約】効率的な母子保健活動の推進に資するため、昨年度の研究に引き続き、今年度は

過去 3か年の乳児死亡例について集計、解析を行い、①乳児死亡率の再上昇の要因として、

周産期の病態、感染症による死亡が全国平均より多いこと、②市部より郡部で乳児死亡率

が高く、出生時の体重、母親の年齢、出生順位以外に郡部で乳児死亡率を高めている未知

の要因の存在、等が示唆される結果を得た。また、県下の市町村における母子保健事業に

ついて内容、実施体制の現状と問題点の具体的な把握を試みたが、特に市町村ごとに事業

の内容、方法がまちまちであり、健康診断、保健指導等が体系的に行われ、十分な効果が

得られるよう対処していく必要性が感じられた。 


